
1日の指示単位20単位(1600キロカロリー/炭水化物55％)の単

位配分の一例

訂正と変更のお詫び　　『糖尿病療養指導ガイドブック2014』第１版第１-2刷におきまして、下記項目の記述に誤り、および記載方法の変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　がございました。謹んでお詫び申し上げますとともに、訂正させていただきます(［1］は1刷りのみ)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社メディカルレビュー社　編集部　TEL 03-3835-3062  FAX 03-3835-3076

~高コレステロール血症の場合には、200mg/日以下~

22(2010）年　フットケアの保険適用(糖尿病合併症管理科） 20(2008）年　フットケアの保険適用(糖尿病合併症管理科）

表6:ビタミン、ミネラルを多く含む食品（III群）

●その一方で、未治療または治療中断歴のある者は26、男性

36.1％、女性36.7にもおよぶ。~

●その一方で、未治療または治療中断歴のある者は、男性

36.1％、女性36.7％にもおよぶ。~

39頁左段

6行目［1］

頁 誤 正

52頁表1 表6:ビタミン、ミネラルを多く含む食品（IV群）

53頁表2

タイトル

1日の指示単位20単位(1600キロカロリー/炭水化物55％)の配

分例

1頁表1

~高コレステロール血症の場合には、300mg/日以下~51頁右段
8行目

72頁表15 食事前 食直前

ノボリンＮ注フレックスペン

ヒューマリンＮ注ミリオペン

ノボリンR注フレックスペン

ヒューマリンR注ミリオペン

72頁表15［1］

［主な投与時間1行目］

［キット【使い捨て】8-9行目］

ノボリン30 Ｒ注フレックスペンノボリン30 Ｒフレックスペン72頁表15［1］ ［キット【使い捨て】11行目］

~インスリンを中止ないことが重要である。78頁23行目 ~インスリンを中止しないことが重要である。

（日本糖尿病学会糖尿病診断基準に関する調査検討委員会：

糖尿病の分類と診断基準に関する委員会報告．糖尿病53：461，

2010/日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．

2014，引用）

（日本糖尿病学会：糖尿病の分類と診断基準に関する委員会

報告（国際標準化対応版）．糖尿病55（7）：461，2012，引用）

（~/糖尿病食事療法のための食品交換表 第7版.日本糖尿病

協会/文光堂,p13,2013,引用）

52頁表1

引用文献

（~/糖尿病食事療法のための食品交換表 第7版.2013,引用）

（~：糖尿病食事療法のための食品交換表 第7版.日本糖尿病

協会/文光堂,p18,2013,引用）

53頁表2

引用文献
（~：糖尿病食事療法のための食品交換表 第7版.2013,引用）

（日本糖尿病学会：糖尿病の分類と診断基準に関する委員会

報告（国際標準化対応版）．糖尿病55（7）：492，2012，日本糖

尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文光堂，p18，

2014，改変引用）

（日本糖尿病学会糖尿病診断基準に関する検討委員会（編）：

糖尿病の分類と診断基準に関する委員会報告（国際標準化

対応版）．糖尿病55（7）：485-504，2012，/日本糖尿病学会

（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，改変引用）
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引用文献［1］

20頁図2

引用文献［1］
（日本糖尿病学会糖尿病診断基準に関する調査検討委員会：

糖尿病の分類と診断基準に関する委員会報告（国際標準化

対応版）．糖尿病55（7）：485-504，2012/日本糖尿病学会（編）：

糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，改変引用）

（日本糖尿病学会：糖尿病の分類と診断基準に関する委員会

報告（国際標準化対応版）．糖尿病55（7）：494，2012/日本糖

尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文光堂，p20，

2014，改変引用）

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

引用）

（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文

光堂，p14，2014，引用）
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引用文献［1］

（日本糖尿病学会糖尿病診断基準に関する調査検討委員

会：糖尿病の分類と診断基準に関する委員会報告（国際標準

化対応版）．糖尿病55（7）：485-504，2012，改変引用）

（日本糖尿病学会：糖尿病の分類と診断基準に関する委員会

報告（国際標準化対応版）．糖尿病55（7）：490，2012，改変引

用）

26頁表3
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キャプション 変更前 変更後
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引用文献［1］

（日本糖尿病学会糖尿病診断基準に関する調査検討委員会：

糖尿病の分類と診断基準に関する委員会報告（国際標準化

対応版）．糖尿病55（7）：485-504，2012，引用）

（日本糖尿病学会：糖尿病の分類と診断基準に関する委員会

報告（国際標準化対応版）．糖尿病55（7）：489，2012，引用）
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引用文献［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

改変引用）

（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文

光堂，p15，2014，改変引用）

27頁表5

引用文献［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

引用）
（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文

光堂，p98-99，2014，引用）
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引用文献［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

改変引用）
（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文

光堂，p25，2014，改変引用）

44頁表1

引用文献［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015，2014，

改変引用）

（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015，文

光堂，p28，2014，改変引用）
46頁図1

引用文献［1］

（日本糖尿病学会ホームページ：糖尿病性腎症合同委員会：

糖尿病性腎症病期分類の改訂について．2013 / 日本糖尿病

学会（編）：糖尿病治療ガイド 2014-2015．2014，改変引用）

（日本糖尿病学会ホームページ：糖尿病性腎症合同委員会：

糖尿病性腎症病期分類の改訂について．2013 /（ 表内「運

動」について）日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド 

2014-2015．文光堂，p80-81，2014，改変引用）

63頁表11

引用文献［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

引用）

（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文

光堂，p29，2014，改変引用）
66頁図3

引用文献［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

改変引用）

（（表内「作用発現時間」「キット【使い捨て】」「カートリッジ」「バ

イアル」について）日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイ

ド2014-2015．文光堂，p56-59，2014，改変引用）

72頁表15

引用文献［1］

●回復後は、シックデイルールの教育、自己管理能の~。 ●回復後は、シックデイルールの教育、自己管理能力の~。152頁左段

11行目［1］

（日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，

改変引用）

（日本糖尿病学会（編・著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文

光堂，p62，2014，改変引用）

74頁図5
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(���日本糖尿病学会ホームページ:糖尿病性腎症合同委員会
報告:糖尿病性腎 症病期分類の改訂について.2013/日本糖

尿病学会(編):糖尿病治療ガ イド���2014-2015.2014,改変引用)
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引用文献［1］
(���日本糖尿病学会ホームページ:糖尿病性腎症合同委員会報
告:糖尿病性腎 症病期分類の改訂について.2013,改変引用)

（糖尿病性腎症合同委員会報告（http://www.jds.or.jp/modules/ 

important/index.php?page=article&storyid=46）：糖尿病性腎症病期

分類の改訂について．2013/日本糖尿病学会（編）：糖尿病治療ガイ

ド2014-2015．2014，改変引用）

164頁表16

引用文献［1］
（糖尿病性腎症合同委員会報告（http://www.jds.or.jp/modules/ 

important/index.php?page=article&storyid=46）：糖尿病性腎症病期

分類の改訂について．2013/日本糖尿病学会(編・著):糖尿病治療

ガイド 2014-2015.文光堂,p80-81,2014,改変引用)

（日本糖尿病学会ホームページ：糖尿病性腎症合同委員会報告：糖

尿病性腎症病期分類の改訂について．2013 / 日本糖尿病学会

（編）：糖尿病治療ガイド2014-2015．2014，改変引用）
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（日本糖尿病学会ホームページ：糖尿病性腎症合同委員会報告：糖

尿病性腎症病期分類の改訂について．2013/日本糖尿病学会（編・

著）：糖尿病治療ガイド2014-2015．文光堂，p79，2014，改変引用）


